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・抗ヒスタミン薬

・ステロイド

・気管支拡張薬吸入

・エピペン

・医療機関受診

重症度に応じた対応を判断する

アレルギー対応の
基本原則



緊急時の対応

どこが悪かったのか 改善点 今後の課題

担任が児童から離れて養護教諭を呼
びに行き、児童だけにした

アレルギー症状の児童から目を離さ
ない

緊急時の判断・対応の訓練

教職員３人だけで対応していた
近くの児童に先生を呼んできてもら
う、大声で助けを呼ぶ

軽症であれば保健室へ

重症であれば動かさずに座位で支え
るかショック体位（嘔吐するなら側
臥位）

児童の症状の経過を記録したり、連
絡係となる職員がいなかった

役割分担を行い一人で全てしようと
しない （連絡係、記録係、他の生
徒の対応）

想定訓練（緊急時をシミュレーショ
ンして各係ができるようにしてお
く）保護者への連絡を優先し、救急要請

の指示が後回しになった
保護者を呼ぶ前にまず救急要請



エピペン

どこが悪かったのか 改善点 今後の課題

エピペンを打つタイミングの判断が
できなかった

持続する激しい咳、頻呼吸であり、
エピペンを使用する（症状出現後早
急に、5分以内）

エピペンを使用する「重篤（になり
うる）症状」を確認しておく
内服は効果が出るまで時間がかかる
のでエピペン使用を躊躇しない

エピペンの持ち方 親指をかけると危険（グーで握る）

エピペンは全職員が使用できるよう
に訓練する

エピペンの打ち方

振り下ろさず、カチッと音がするま
で押し付け、5秒数えるまで押し続
ける

介助者は足を抑えるなど固定する
（患児が足を動かすと危険）

その他

エピペンを打った時間を記録する

AED、緊急セットなど使えるように
しておく



救急要請

どこが悪かったのか 改善点 今後の課題

校長からの指示が、救急車を呼ぶ前
に、保護者に連絡する方を優先して
しまった

保護者を呼ぶ前にまず救急要請
全職員が対応手順を共有できるよ
うに訓練しておく

児童の経過や具体的な症状をハッキ
リ伝えられなかった

救急要請は、慌てずゆっくり必要な
情報を伝える

情報として、学校名、食物アレル
ギーによるアナフィラキシーである
こと、意識、呼吸状態、症状出現か
らの時間、教室で座った状態か
ショック位になっているのか、エピ
ペンを使用したこと、学校の電話番
号（携帯）、自分の名前、救急車到
着までの応急処置について等

緊急時・災害時の情報伝達等研
修・訓練しておく


